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研究成果の概要（和文）：本研究では大きく次の 4 点が明らかとなった。(1)被排斥経験のイン

パクト評価には個人の過去経験を反映する心理社会的資源が影響し，インパクト制御には未来

への志向性を反映する心理社会的資源が影響する。(2)他者から選択される相対的な頻度が他の

メンバーと等しい場合であっても，他者から選択されないことはネガティブに知覚される。(3)

公正なる世界観が個人の排斥傾向に及ぼす影響は，社会制度への信頼，制度についての知識の

程度によって調整される。(4)社会経済的な地位が他者への信頼に及ぼす影響は，地域の経済的

格差の程度によって調整される。 

 

研究成果の概要（英文）：In this study, largely following 4 results were obtained. (1)  

Psychosocial resources reflecting the past experiences affect impact estimation of social 

exclusion, while resources reflecting the future orientation affect subsequent regulation 

attempts, (2) even when the relative frequency to be chosen by others is equal with other 

members, not being chosen by others in a group is perceived negatively, (3) influence of belief in a 

just world on the tendency to exclude others is moderated by the level of trust in social systems and 

of knowledge of social systems, (4) influence of people’s socioeconomic status on trust in others is 

moderated by the level of economic disparity in the regions they live in. 
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１．研究開始当初の背景 

 従来、社会的な排斥が個人に及ぼすネガテ
ィブな影響について多くの研究が行われて
きた。特に最近では、社会的な排斥が個人の
自己制御(self-regulation)を損なう過程につ
いて、多面的な観点から検討が行われている。
それらの研究は，社会的な排斥が個人の生理

的・心理的な適応機能を損なう具体的な過程
を詳細に分析してきた。 

 このような社会的痛みは、さらに社会にお
けるメゾレベル／マクロレベルの諸要因と
関連することが示されている。具体的には，
集団内・集団間文脈、さらには社会の構造的
特徴が対人間の拒絶・排斥に影響することが
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示されてきた。 

２．研究の目的 

本研究は、上記の諸知見を背景として集
団・社会の構造的な特徴と個人の社会的痛み
との重層的な影響過程について実証的に検
討することを目的とする。 

具体的には， 

(1) 社会的痛みのインパクト評価，インパク
ト制御の生理的・神経メカニズム 
(2)社会的痛みのインパクト制御の対人的・心
理的メカニズム 

(3)社会構造的・文化的諸要因が社会的排斥に
及ぼす影響 

の 3 点について詳細に検討する。 

３．研究の方法 

(1)社会的痛みのインパクト評価，インパク
ト制御の生理的・神経メカニズムの検討に当
たっては，CyberBall 課題を用いた実験を行
う。課題実行中の脳波を EEG によって，また
脳内の血流量を fMRI ならびに NIRS を用いて
測定する。 
(2)社会的痛みのインパクト制御の対人的・
心理的メカニズムの検討に当たっては，社会
心理学的視点からゲームを用いた準実験な
らびに実験室実験を行う。実験室実験におい
ては，オンライン・コミュニケーション場面
において受容と排斥を操作し，そのことによ
って生じる社会的痛みと情緒反応を測定す
る。 
(3) 社会構造的・文化的諸要因が社会的排斥
に及ぼす影響については，二次データの分析，
調査的手法ならびに準実験的手法を用いた
検討を組み合わせる。社会経済的地位と一般
的信頼との関連を分析するとともに，その関
連に及ぼす経済格差の調整効果についても
検討する。また，社会制度についての個人の
知識や制度に対する個人の信頼が他者への
排斥的傾向に及ぼす影響についても検討す
る。 

４．研究成果 
(1)社会的痛みのインパクト評価，インパク
ト制御の生理的・神経メカニズムの検討 
①被排斥状況での個人の反応に関連する特
性として行動抑制システム(BIS)，行動接近
システム(BAS)を取り上げ，これらの個人差
とサイバーボール課題中の脳活動(右腹外側
前頭前野：rVLPFC），主観反応(社会的痛み)
との関連を分析した。その結果，BIS の高い
個人は被排斥状況においてより強い社会的
痛みを経験すること，ならびに rVLPFC の活
動が低下すること，さらに，rVLPFC の活動が
被排斥状況下の BIS と社会的痛みの関係を部
分的に仲介することが示された(図 1)。 
②被排斥状況での個人の反応に関連する特
性として特性的自尊心を取り上げ，その水準 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と社会的痛みならびにサイバーボール課題
中の脳活動との関連を分析した。その結果，
低自尊心者は高自尊心者と比較して，被排斥
時の社会的痛みが強く，また前部帯状回背側
部(dACC)の活性が高いことが示された。これ
は低自尊心者ほど排斥されることによる社
会的痛みを感じやすいことを示唆するもの
であり，ソシオメーター理論の基本的な主張
を支持する結果であると言える。 
③被排斥状況での個人の反応に関連する特
性として特性的自尊心と一般的信頼を取り
上げ，これらの個人差とサイバーボール課題
中の脳活動（rVLPFC の活性），主観反応(社会
的痛み)との関連を分析した。その結果，一
般的信頼は暗黙的な被排斥状況における社
会的痛みと負の関連を，一般的信頼は明白な
被排斥状況における社会的痛みと負の関連
をそれぞれ示した。また，一般的信頼の高さ
は明白な被排斥状況下の rVLPFC の活性を高
めた(図 2)。さらに，rVLPFC の活性が被排斥
状況下の一般的信頼と社会的痛みの関係を
完全に仲介することが示された。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④被排斥状況での個人の反応に関連する文
脈依存的な要因として時間的距離を取り上

 

図 1. BIS/BAS と社会的痛み（基本的欲求の満足を指標

とした）との関連における右腹外側前頭前野(rVLPFC)

の活性の仲介効果 

図 2. 一般的信頼高群と低群における被排斥状況下

の右腹外側前頭前野(rVLPFC)の活性の推移 

 



げ，その遠近とサイバーボール課題中の脳活
動(rVLPFC の活性），主観反応(社会的痛み)
との関連を分析した。その結果，遠い将来を
想起した場合には，近い将来を想起した場合
と比較して明白な被排斥状況における社会
的痛みが低く，rVLPFC の活性が高かった。さ
らに，rVLPFC の活性が被排斥状況下の時間的
距離と社会的痛みの関係を完全に仲介して
いた(図 3)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑤ERP におけるフィードバックエラー関連陰
性電位(fERN)を指標として他者から選択さ
れないことの生理的な影響を検討した。分析
の結果，他のメンバーと同じ頻度で選択-非
選択が生じる場合でも，非選択によって fERN
が惹起されることが示された。このことは他
者から選択されないことがネガティブな知
覚を生じさせることを示唆している。 
⑥排斥されることによる社会的痛みをソー
シャル・サポートがいかに緩和するかを検討
するため，サイバーボール課題を用い，受容
条件，排斥条件，排斥＋情緒的サポート条件
のそれぞれにおける脳活動を fMRI によって
測定した。併せてそれぞれの条件における主
観的な社会的痛みも測定した。分析の結果，
排斥によって社会的痛みを強く感じた人ほ
ど前部帯状回腹側部(vACC)の活動が高く，情
緒的サポートによって社会的痛みが低下し
た人ほど vACC の活動が低下することが示さ
れた。また，サポートによって社会的痛みが
低下した人ほど，左外側前頭前野(LFPC)の活
動が大きいことも示された。これらの結果は，
排斥は社会的痛みをもたらすが，その時にサ
ポートを受け取ることで社会的痛みのイン
パクトが制御され(左 LFPC の活性)，結果と
して痛みが低減(vACC の活動の低下)すると
いう一連の過程の存在を示唆している。 
(2) 社会的痛みのインパクト評価，インパク
ト制御の対人的・心理的メカニズムの検討 
①親しい他者，親しくない他者を選択する際
の特性自尊心の影響について，および選択に
おける社会的拒絶の調整効果について，説得

納得ゲーム(杉浦, 2003）を用いて検討した。
分析の結果，先行するゲームでの社会的拒絶
の経験の有無によって，後続のゲームにおけ
る他者選択の程度が調整されることが示さ
れた。特に，拒絶を経験した群において，高
自尊心者は低自尊心者よりも親しくない他
者を積極的に選択することが示された。この
ような効果は拒絶を経験していない群にお
いては認められなかった。さらに，親しい他
者の選択においても認められなかった。これ
らの結果は，特性自尊心の高さが拒絶経験後
の新たな対人関係の開拓を促進することを
示している。 
②特性自尊心と一般的信頼が排斥のインパ
クト評価とインパクト制御それぞれにどの
ように関連するかを，オンライン・コミュニ
ケーションを用いた実験室実験によって検
討した。分析の結果，特性自尊心の高さは暗
黙的な排斥による社会的痛みを抑制し，一般
的信頼の高さは明白な排斥による社会的痛
みを抑制すること，さらには，それぞれの痛
みの抑制を仲介して排斥後のネガティブ感
情が抑制されることが示された(図 4)。この
ことは，特性自尊心と一般的信頼が社会的痛
み制御の一連のプロセスにおいてそれぞれ
異なった機能的意味を持つことを示唆して
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③時間的距離が排斥のインパクト制御を促
進する可能性を検討するため，オンライン・
コミュニケーションを用いた実験室実験を
行った。分析の結果，遠い将来を想定するこ
とによって，明白な排斥を受けた後の社会的
痛みが抑制され，さらにはそれを仲介してネ
ガティブ感情が抑制されることが示された
(図 5)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④友人ならびに家族との相互作用のあり方
が，被排斥経験後の社会的痛みにいかなる影

 

図 3. 時間的距離と被排斥経験後の社会的痛みとの

関係における右腹外側前頭前野の活性の仲介効果 

 

図 5. 時間的距離が被排斥経験後の社会的痛みとネガ

ティブ感情に及ぼす影響 

 

 

図 4. 特性自尊心と一般的信頼が被排斥経験後の社会

的痛みとネガティブ感情に及ぼす影響 



響を及ぼすのかについて，オンライン・コミ
ュニケーションを用いた実験室実験を行っ
た。分析の結果，友人から得られる日常的な
サポートは排斥のインパクト評価を抑制し，
家族成員との間で経験する日常的なハイメ
イテナンス相互作用は排斥の制御を損なう
ことが示された。 
 (3)社会構造的・文化的諸要因が社会的排斥
に及ぼす影響の検討 

①個人の社会階層上の位置づけと他者への
信頼，健康満足度との関連を検討するため，
日本版総合的社会調査（JGSS）によって得
られた２次データを分析した。また，その関
連性が地域における経済的な格差の水準に
よってどう異なるかについても検討した。分
析の結果，自身の階層が低いと認知している
人ほど一般的信頼が低く，また対人関係満足
度も低いことを示していた。同時に，現在の
日本社会に生活水準向上の機会があまりな
いと考えている者ほど一般的信頼，対人関係
満足度ともに低いことも見いだされた(図 6)。 

さらに，社会的格差の大きな地域では，それ
の小さな地域よりも，社会階層が対人関係満
足に及ぼす影響が大きいことも示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②推定無罪の状態にある人物に対する受容
的－排斥的態度に対して個人の公正なる世
界観と社会制度への信頼感がいかなる影響
を及ぼすのかを一斉調査によって検討した。
分析の結果，制度への信頼が低い場合に，公
正なる世界観の高さが標的人物に対するポ
ジティブな態度を低下させることが示され
た。このことは，社会的な制度が信頼に足る
べきものでないとき，世界は公正であるべき
だという信念の強さが，かえって反規範的な
態度を生じさせる可能性があることを示唆
している（図 7）。 

③犯罪加害者に対する受容的－排斥的態度
に個人の公正なる世界観と矯正施設につい
ての正確な情報の有無がいかなる影響を及
ぼすのかを準実験的な手法を用いて検討し
た。分析の結果，まず，公正なる世界観が高 
い者ほど犯罪加害者に対するネガティブ態
度得点が高いことが示された。しかし，公正 

なる世界観の高い者のそのような態度は，刑
務所での矯正プログラムについての正確な
情報を提示されると有意に減少した(図 8)。 
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